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（3）子どもに熱がある｛デ／モンデ｝、病院へ連れて行く。     【動詞】 
（4）寒い｛デ／モンデ｝、池の水が凍っている。              【イ形容詞】 
（5）テストは簡単だ｛デ／モンデ｝、すぐ終わる。              【ナ形容詞】 
（6）母が入院中だ｛デ／モンデ｝、代わって家事をする。          【名詞】 
しかし、モンデは終止形だけではなく連体形接続も可能であるという点でデとの異同が
見られる。 
（5’）テストは簡単な｛*デ／モンデ｝、すぐ終わる。               【ナ形容詞】 









（7）雨が降るかもしれん｛デ／モンデ｝、早めに帰る。            【可能性判断】 
（8）彼も行くらしい｛デ／モンデ｝、私も行くわ。                      【伝聞】 
（9）留学したい｛デ／モンデ｝、貯金を始める。                      【希望】 
（10）東京に行くつもりや｛デ／モンデ｝、ついでに横浜に行く。            【意志】 
                                                        
1） 筆者の居住歴は以下の通りである。1985 年生まれ。0-18歳：岐阜県養老町→18-22 歳：京
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（11）急いでおります｛デ／モンデ｝、これで失礼します。            【丁寧】2) 
しかし、推量や当然性判断など話し手の知識、経験に基づく考えや判断を表すモダリテ
ィの場合には、モンデは共起できず、デのみしか使うことができない。 
（12）明日は寒いだろう｛デ／*モンデ｝、コートを用意する。              【推量】 













（14）朝から何も食べとらん｛デ／モンデ｝、お腹すいた。    【叙述】 
（15）荷物は昨日出した｛デ／*モンデ｝、もう届いとるやろう。    【推量】 
（16）車庫に車がある｛デ／*モンデ｝、帰ってきとるに違いない。    【証拠性判断】 
（17）夜道は暗い｛デ／*モンデ｝、一緒に帰ろう。             【勧誘】 
（18）危ない｛デ／*モンデ｝、それに触るな。               【禁止】 
（19）うるさい｛デ／*モンデ｝、静かにしろ。              【命令】 































 A．強意の副助詞「こそ」の付加  
B．強意の終助調「よ」の付加   
 C．疑問の終助詞「か」の付加  
 D．疑似分裂文の変形  
 E．「だ」による代用省略   
 F．埋め込み文における主節  
A～Fの観点からモンデとデの焦点化の可否についてみてみると以下のようになる。 
（22）寒いときに冷たいアイスを食べる｛デ／*モンデ｝こそ、おいしいんや。    【A】 
（23）風邪ひいた？そんな寒い格好しとる｛デ／*モンデ｝よ。         【B】 
（24）なんで怒っとるの？一人でお菓子食べてまった｛デ／*モンデ｝か？     【C】 
（25）遅刻したのは電車が遅れた｛デ／*モンデ｝だ。                【D】 
（26）雪が降った｛デ／モンデ｝、電車が遅れた。 














































（30）毎日雨が降る｛デ／モンデ｝、洗濯物が乾かん。    【事態の原因】 
（31）体調が悪い｛デ／モンデ｝、旅行には行かんことにした。   【行為の理由】 
（32）あの人は左手薬指に指輪はめとる｛デ／*モンデ｝、既婚者だ。   【判断の根拠】 
（33）風邪をひくといかん｛デ／*モンデ｝、厚着して出かけなさい。  【発言の根拠】 
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とができる（§2.3）。 
（B）モンデの基本的意味は、「話し手の主観によって事態の判断や主張を述べるもの
ではなく、話し手の主観から切り離した事態の因果関係を説明するもの」である。
（§3.1） 
（C）モンデは、話し手の意識の外で生じた事態の原因・理由を述べる形式であるた
め、話し手の意識や意志が介在していないことを押し出したいような言い訳や弁
明、偶発的な出来事に対する弁明の場面において使用されやすい（§3.2）。 
 モンデは岐阜方言に限らず、東海地方から北陸地方にかけて使用されている形式である。
また、標準語の「もので」とも類似した点が多いことも事実である。標準語における「も
ので」や他の方言との対照も必要であろう。 
また、岐阜方言の原因・理由表現にはデ、モンデ以外にもニやモンヤデがある。特にモ
ンヤデはモンデと形式的に類似しているが、使用できる用法や場面はモンデよりもさらに
限定的である。 
（46）体調が悪い｛モンデ／モンヤデ｝、仕事には行けない。 
（47）咳が出るし熱っぽい｛モンデ／*モンヤデ｝、風邪だと思う。 
接続助詞のデ、モンデ、モンヤデの対応関係、さらに接続助詞から派生した接続詞ヤモン
デについても本稿では触れていない。今後、本稿で触れていない接続助詞モンヤデや、接
続詞ヤモンデについても分析考察を加えたい。 
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